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＜連絡事項＞

· 明日の胸部レントゲンのスケジュールを各職員にメールで知らせてあるため、各自確認し、遅れずに行くこと。

· 各委員会の開催日程等の連絡を確認し、各自時間等に遅れないよう出席すること。

· 課内研修が明日まであるため、忘れずに参加すること。

· レストラン移動時、アズール共栄様の前を通って行く方がいるため、必ず正規のルートを通るよう注意すること。但し、特別な事情がある方（現時点では今野様、長瀬様、其田様、鈴木恵美子様）については事前にアズール共栄様にお願いし、通らせていただくこととする。

· 先週、レストランでの転倒事故があったため、食事時のレストランの床状態などには細心の注意を払うこと。また、デイナイトケア職員が毎回トイレットペーパーを持参し、水滴などをこまめに拭くよう習慣づけること。

＜外来から情報提供＞

· 中居　松男様～今月で青山荘自主活動グループのリーダー任期が終わることを主治医に話してい
　　　　　　　た。初めは表情が硬かったが、帰り際には笑顔であった。

· 鈴木恵美子様～風邪症状について、まだ鼻声が治っていないが、青明舎行事の花見には参加すると
　　　　　　　話す。

· 長瀬紘一郎様～青明舎行事の花見に参加すると話す。

· 種本　サハ様～主治医に一方的に話す。

· 山田　健次様～作業所、ナイトケアへの通所を継続できていることについて話す。膝の痛みについ
　　　　　　　ては、一切話さない。また、受診の順番を待つ際も、しゃがんでいる姿が見られた。

· 中居美津子様～遺産相続問題についてはだいたい解決した、と話す。

· 柳町　信之様～特に変わった様子はない。

· 平　康子　様～特に変わった様子はない。

· 秋山　和子様～本日も風邪症状のため受診。点滴をしてほしいと話すため、内科を受診するよう勧
　　　　　　　める。

＜青山荘定例会議報告検討＞
· 平　康子　様（54歳）、病名：統合失調症
【現　状】今月半ばに万歩計が壊れて以降、運動プログラムやウォーキングに対して消極的となり、　　　
　　　　ダラダラと過ごす傾向がある。また、体調不良や問診を理由にプログラムを休もうとする
　　　　傾向がある。
【対応策】本人のやる気を引き出せるようこまめに声掛けを行う。また、新しい万歩計を今週末に
　　　　買う予定と話していたため、その後は歩数チェック表などを活用して運動プログラムなど
　　　　に積極的に参加出来るよう促す。

· 田名部一樹様（27歳）、病名：統合失調症
【現　状】就労、就労訓練へのステップアップについては、具体的な方向性が決まっていない。本
　　　　人と就労について話した際、「仕事をしたくないのですか？」と聞くと、「したくないと言
　　　　うより、出来ない」と答える。また、父親の会社を手伝ってほしいと両親から言われてい
　　　　るが、自分は何の資格も持っていないため出来ない、と言う。頻回なトイレ回数について
　　　　も、不安を感じている様子。金銭面では、「親が金持ちだから」などの発言があり、将来
　　　　的にも両親の収入に頼りながら生活するといった考えを話す。就労に対する意欲はほとん
　　　　どないと思われる。
　　　　体力作りについては「青山荘退所後、自宅近くのジムに通いたい」と話す。平日に通うの
　　　　は周囲から奇異な目で見られるのでは？と聞くと「じゃあ、平日はデイケアに来ようかな」
　　　　と話す。
【対応策】就労、就労訓練へのステップアップについての本人の意欲を引き出せるよう、まずでき
　　　　ることを何度も評価し、自信をつけていけるよう支援する。また、トイレの回数が多いこ
　　　　とについては、本人の尿意・便意などを確認し、外来受診時に主治医に相談することとす
　　　　る。体力作りの面では、現在行っている腹筋運動等を継続して行い、また、間食が多いこ
　　　　とについても助言していく。

· 関口　禅　様（56歳）、病名：統合失調症
【現　状】数ヶ月前より胃潰瘍のため日赤病院に通院し、服薬にて経過をみていたが、昨日の受診
　　　　時に担当医から「すっかり良くなった」と話があり、食事制限などもなくなった。
【対応策】これまで、ゆっくりと噛んで食事を摂るため他メンバーより先にレストランへ行ってい
　　　　たが、今後は他メンバーと一緒に行き、食事を摂ることとする。

　　

添付資料

＜青山荘定例会議＞

· 関　秀治　様～21日デイケア来所時、体調不良の訴え・風邪症状あったため、青山荘に戻り、鹿
　　　　　　　内内科を受診。内服薬、うがい薬が処方される。本日朝は36.4℃と平熱に戻り、
　　　　　　　本人の希望でデイケアへ出席。

· 袴田　淑子様～21日デイケア来所時、腹痛の訴えあり、青山荘へ戻る。体温38.2℃。鹿内内科を
　　　　　　　受診し、注射施行、内服薬処方となる。食欲低下見られたが、昨日より徐々に食べ
　　　　　　　られるようになった。本日朝は36℃台に落ち着いたため、デイケアへ出席。

· 田澤　勝敏様～25日朝、青山荘自室で倒れていることがあり、体温38.8℃、立位保持困難であっ
　　　　　　　たため職員同行し鹿内内科受診。右肺肺炎との診断。以降37～38℃台が続き、本
　　　　　　　日朝も37.5℃であったため、デイケア欠席し鹿内内科再受診する予定。

· 巴　勇樹　様～25日デイケア来所時、腹痛の訴えがあり、青山荘へ戻る。自室で休養していたが
　　　　　　　症状軽減されず、27日鹿内内科受診。胃腸薬5日分処方となる。本日は体調も良
　　　　　　　いとのことでデイケアへ出席。

· 中居　松男様～青山荘での面談時、「退所後はアパートで一人暮らしをしたい」「昔、3ヶ月くらい
　　　　　　　精神薬を飲まなくても大丈夫だったことがある」と話していたため、服薬の重要性
　　　　　　　について説明。今後、単身生活を想定し、服薬管理方法について支援していく。

· 田名部一樹様～外泊の行き帰りのバス利用練習のため、今週土曜日に職員動向にて市街地へ行き、
　　　　　　　バス停などを確認してくる予定。最近、間食が多いため、食生活・金銭管理につい
　　　　　　　て支援していく。

· 大久保康弘様～先週から37～38℃台の発熱が続き、デイケアを欠席していたが、本日朝は平熱で
　　　　　　　あったためデイケアへの出席を勧めると、「お金がないからデイケアには行きませ
　　　　　　　ん」と話す。それでは欠席の理由にならないことを説明すると、銀行へ行き預金を
　　　　　　　引き出してデイケアへ出席。毎月の小遣いのやりくりについて支援が必要。

· 清水　泰雅様～デイケアへの遅刻は続いており、10時を過ぎても手洗いや部屋でゴソゴソと何か
　　　　　　　をしていることが多い。手洗いについては、最近以前に比べて頻繁に見られるよう
　　　　　　　になってきた。
　　　　　　　青山荘自主活動の会計を担当しているが、収支が合わず、職員に相談してくること
　　　　　　　があり、支援する。
　　　　　　　面談ではなかなか本人のニーズが出てこず、本人自身、退所後の見通しも立てられ
　　　　　　　ない様子。自宅への外泊中は姪の遊び相手をしたり、パソコンを利用したり、食事
　　　　　　　の準備や片付けの手伝いをするなど、以前より活動的になってきたとのこと。その
　　　　　　　変化もあってか、家族は「もっと良くなるのではないか」といった本人への期待が
　　　　　　　大きくなっているようだ、とのこと。

· 番沢　政勝様～先週、風邪症状のため鹿内内科を受診。診察・処方とで4,000円前後かかったこと
　　　　　　　を気にしている様子。本日朝は平熱に戻ったものの、鼻が痛いとのことでデイケア
　　　　　　　を欠席。
　　　　　　　27日面談時、表情が硬く、職員の異動やデイケアでの関様との対人関係で悩んで
　　　　　　　いると話す。

· 関口　禅　様～日赤病院受診し、担当医より胃潰瘍が完治したとの話があった。服薬はしばらく継
　　　　　　　続するが、次回受診は秋頃で良いとのこと。好きなコーヒーを飲めるようになり、
　　　　　　　とても喜んでいる様子。

· 平　康子　様～松平病院への受診に職員同行する。4／17就床前薬の飲み忘れについては本人が自
　　　　　　　分から主治医に報告。主治医からは生活状況等について「以前に比べてだいぶ良く
　　　　　　　なった」と褒められ、嬉しそうであったとのこと。




















































